
右川県鳳至町野町柳田村附近の地質（長浜春夫）
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石川県鳳至 郡町野町乳柳田対附近の地質

長　浜　春　夫菅

　　　　　R6sum6
Ge・1・gy・f漁chim・一a砿Yanagiαξゆis価ct，

　　　Ishikaw＆』Prefec加re．

　　　　　　by
　　　Harug、Nagah年ma・
　According　to　the　former　geoIogiごal　reports

＊燃料部

in　Machino・1ignite　field，the　following5

formations．arerecognizedinaccendingPrder：

Tokunari　tuff，K：anay母ma　mudstone，Higa

s．hiinnai　san（1stone　an（i　conglomerate，　　・

Awakura　tuffite　and　Machino　mu4stone．＿

33一（511）　、



地質調査所月報（第2雀第11号）

exists　between　the　ITokmari　formation　and

the　Higashiimai　for斑紅tion．

　　　　　　　1．緒　　　言
　昭和24年9月元本所員加藤信氏と町野亜炭田精査に從

事した際，從來の金山暦の暦序に関して疑問を生じ，調

査地域周辺を約1週聞概査する機会をえたので，その結

果を報告する。

　本地域については（昭和21年）大塚教授の自然研究
（能登半島北岸の地学的観察）と細野・桑野爾氏の調査

研究がある（未発表）。

　　　　　　2．位置・区域・交通

　概査区域は石川県鳳至郡南志見村・町野町おキび柳田

村に属し，面積約70km2を占め為・

　金沢市から七尾線により終点の輪島駅まゼ5時間半を

要し，ざらにバスに藁ること約2時聞半で町野町に着くガ

主要交通機関はバスおよびトラックであるが，冬期は降

　　　や雪甚しく交通の絶えることがある。

　　　　　　　3．地　　　　形
　本地域ぞは地形と地質とが密接な関係をもつている。

すなわち東印内砂岩礫岩累暦は侵蝕に弱く，大小の盆地・

朕地形を成しており，金山累暦や町野泥岩累暦等の分布

する地域はV字形の谷を形成し，石英安山岩の分布する

曾た木の海岸は断崖をなし，風光明媚ゼある。玄武岩お

よび安山岩等の熔岩流の分布する柳田附近は，台地状の

地形をなしている。地域内の主な山地は，岩倉山く357

・鉛），天笠岳（235m）等で一般に低い。

　河川の主なものは南から北へ流れる町野川で，とれは

蛇行しながら日本海にそそぐ。

　　　　　　4．地質・層序その他

　本地域内に発達する地暦はいわゆる能登暦群および鳳

至暦群に属する・ものであるが，今回の概査区域内ではこ・

れらの二つの贋群軍位に区分することが妥当であるか否

かを直ちに決定しがたいが，爾者あ境界については火山

活動の時期之考えて粟藏暦友岩累暦を鳳至暦群に入れる

べきゼあると考える。從來め暦序（未発表も含む）と今

回の調査の結果を坊較すれぼ・下表の通りぞある。

東印内砂岩

i大塚教授に細野・桑野爾氏によ
　　　　　る暦序（未発表）よる暦序

塚田泥岩

粟藏層友岩

輪島砂岩暦

塚田泥岩

本調査による層序

粟藏暦次岩暦

鳳
至
暦
群

町野泥岩累暦（金
山累暦）、

粟藏暦友岩累暦

東印内砂岩礫岩累

本地域の暦序は別図の模式柱状図に示すようぞある

が，これをざらに下部から簡軍に説明する。

a．徳成i疑茨岩累層

本累暦は本地区内の第三系の最下部暦をなしその暦厚’

は不明ぞあるが，岩暦からこれを上部徳成凝友岩暦，下

部徳成凝荻岩層とに区分した。

　1）　下部徳成凝友岩暦と上部徳成凝友岩暦との境界は

　　　　　　　　　　　　　　　　イカリはつきりしないが，下部徳成凝茨岩暦は柳田村五十里，

兎谷附近に発達し亜炭を爽有する友色の凝友岩ぞ，徳成

嫉螺即下部繭当するもの拷える・柳田附症

は玄武岩や安山岩に直接被覆されている。

2）　上部徳成凝灰岩暦は徳成，大西山附近に広く分布

し，石英安山岩の角礫を多量に含有する膠結度の高い線

色凝友角礫岩ぞ，上部に炭化物および珪化木を包藏し・

下部凝友岩暦とその岩相を異にしている。

　b．東印内砂岩礫岩累暦

　本岩層は徳成凝友岩累暦の上に非常に起伏の激しい不

整合面をもつて乗る厚ざ180m内外の砂岩礫岩ぞ，ざら

に下部から粗粒砂岩暦・細粒砂岩暦・硬質礫岩暦・青色

砂岩暦・亜炭層・褐色中粒砂岩層・砂岩礫岩互層部暦，

含Vicarya砂岩暦，黄褐色細砂岩暦等に分けられる所

も麦，る。本累暦は比較的火山砕屑岩の少ないごとと，

Vicaryaその他の海凄化石を含むことが著しい特徴であ・

るoまた厚さ6mにおよぶレンズ状の亜炭贋があつて，

充分稼行の対象となりうる。

　次に本累暦の各メンバ7の岩相を述べる・

　1）粗粒砂岩暦は直径15cm位の石英安山岩の角礫・

頁岩・炭化物片等を包含し，徳成の町野炭鉱附近ぞ観ら

れるo層も厚0～5m｛立てずある0

　2）．硬質礫岩暦ほ暗駒色を呈し，風化面では黒色また

は赤褐色で礫は輝石安山岩の礫が多く，下部徳成凝友岩

暦中に多量に存在する石英安山岩の礫を含まない。礫聞

は細粒砂によつて充墳せられ膠結度強く厚さは2～6mで

ある・本礫岩層は徳成・寺山・金藏・西山地区によく発

達し，特に金藏亜炭田地区においては川底で良好な露出

ガ観察される。・その上部にはレンズ状の亜炭層が來有す

るが西山地区においては未だ発見されない。亜炭層は厚

さ0～6mのレンズ状をなし，その聞に多少の頁岩を羨

む。金藏地区においては水田の直下1～2mの処に広く

分布しかつ亜炭暦の傾斜と階段状の水田の傾斜面とが一

致しているのゼ，水田の畦の各処で露頭がみられ拳。
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．3）砂岩礫岩互暦は東印内附近によく発蓬する偽暦の，

多い砂岩礫岩の不規則な互暦で麦，つて，暗瓢色を呈し，・

、表面は黒色～赤褐色に風化し，礫は径直12～20cmの安

　　　　　　　で山岩の礫が非常に多い。礫闘は砂をもつて充填せられ，

－膠結度の張いものと弱いものとがあるが，亜炭層の下位

の礫岩暦に比べると，一般に軟弱である。徳成から金藏に

通ずる峠のやや下と西山ぞは本贋中に鉄満俺鉱塊を含有

する。麿厚：30～100mで麦，る。

　4）　含Vicarya砂岩層は粟藏・井西・西山・東印内・

徳成・日詰脇等に分布しており友色・暗駒色・褐色等を

する砂岩で，このなかに四6曜鋼，その他の化石の密集

幣が麦，り，時に化石の密集がボール状の塊となつている

こと力陵，り，非常によい鍵暦となる。次にその化石名と

薩地を示す（鑑定は本所大山技官にょる）・

　粟　　　　藏　　7Joαグタε’面　　sp、

　　　　7」‘‘7グタα　　sp．

　　　　且澱伽グαsか．
　井　　　面　　γ2‘αゲタε」『σ　sp．

　　　　A％α‘」αゲ4　　sp．

　　　　0蜘εo　sp．
　徳　成ノ1瑚伽α（3・・蜘ず6α）

　　　　　4α物勧408ηsグs　　　（MAK，）

　　　　3碗9吻o～α惚（So肋JJ蜘）
　　　　　卿」㌶0επsJs　YOKO。

　　　　Con％s　sp，

　　　　σ夕o枷αSI），

　　　　C錫漉伽s？sp．
　　　　7歪oαグ≦ジ（3訂α　sp，

　日詰脇佐‘伽鎚～如sp，

　　　　Coπ％s　sp．
　　　　GJ夕σツ”¢67ゼs　sp，

　　　　丑πo磁畑（30妙h礎6α）

　　　　　　吻蜘魏40ε競s　　　（MAK．）

柳田満関　！1ρ解oσ曜∫s♂εs　sp．

　　　P召η∫απ％卿　　sp．

　　　θ」夕6ツ卿6グJs　　？　sp，

e．粟蔵属茨：岩累層

東印内砂岩礫岩累暦が堆積した当時は，一時火山活動

がおとろえたが，再び火山活動が盛んとなつて粟藏暦友

岩累隆の沈積が始まつたものと考えられる。本層は東印

内砂岩礫岩累暦を整合に被覆し，町野泥岩累暦に整合に

被覆されている。從束本暦は能翠暦群の最上部9地暦と

されていたが，火山活動璽面から考えるとむしう鳳至暦

群ゐ最下部に入れるべきものであろう。本累暦はG～80m

の暦厚を有し，粟蔵・井面・小西山・東印内・金藏地区、

においては厚さ80m内外で徳成地区においては暦友岩

としての岩相を示さないで（徳成凝茨岩の礫の少ないよ

うな岩ネ目で一一，貝、同垂疑友岩と区男琶しカくたし・）厚：さ15m内

外の薄暦となり，さらに柳田附近では尖滅しているよう・

である。すなわち背斜軸の北翼では厚く南翼では非営に

薄く麦，るいは尖滅する’。本贋累暦はさらに下部から凝蚕

岩暦・帯賦砂質凝荻岩暦・凝友角礫岩暦・凝友質頁岩暦

・凝次質礫岩暦等に区分される所もある。凝荻質頁岩暦

は特…に粟藏・小西山附近ではよく発達し，いわゆる酸性

白土として操掘されている眞白な凝友質の頁岩で，石英

安申岩等の礫が混入しないことと，その粒度が微細なこ

とが稼行に適する必要な條件で浅，る。その暦厚は15m内

タトーで麦）るo

紐．町野泥岩累層

本累暦は大塚教授の塚田泥岩に対比され，鳳至暦群の

主体をなすものゼ，最下部に厚さ約1m内外の海線石を

含有する砂岩（あるいは礫岩）の鍵暦がある・本累暦は

一般は無暦理塊状暗友色ないし暗青色の凝茨質泥岩ゼ風

化すると次白色または湊黄白色となる。また処により玉

葱状構造を示し，介殻朕断口を示す。最下部の鍵暦とな

る含海線石砂岩（あるいは礫岩）、は，海線石を有しまた

有孔虫，放散虫，石友藻等の化石含有する特徴がある。

含海緑石砂岩は粟藏・井面・徳成・金山・東印内等にお

いて粟藏暦次岩累暦を被覆し，柳田高等学校近ぐでは直

接に徳成凝友岩累暦を不整含に被覆していう・金申地区

に発達すお泥岩は從來金山贋と称せられ，東印内砂岩礫

岩累暦の下部の地暦と考えられていたが・今回の概査に

より当地に東西方向の背斜軸があることが確認されたた

めに乏同泥岩は町野泥岩累暦に対比されるものであるこ

とが明らかになつた。本累暦に含まれる化肩と，産地を示

すと次の通りであるo

　有孔虫（本所石和田技官鑑定）

　　　　　　　　　　　　　産出頻度．柳田村柳田高等学校

α0概98吻幼％π0娩S4！0畷9砂

0循z必鰯 ％痂砂eグsα4！0殖，

5ψhα8グoゼ4「勿zα　sp、

α・6㎏8伽伽β9召π，色sp．indet，

α擁02吻3？oプRo蝕～露4α6．

D〃2≠α露％α　sp．

Bo髭擁％α　（？）　SPP．

Rα碗oJαグ如

柳田金森附近

cカ’召卿yssp．

Calcareousalgae．

南志見村三ツ子浜一

　多

　多、

　稀

　多

稀ナラズ

　稀

　稀

　多・

丁顔s伽（σ・％6h・・θ！ε）ゐ繍♂α（C・NRA獄）

44照‘1α鰯‘！読o加40召％sづs。
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ヲ

石川縣鳳至郡田1野巴粥P田杓地匠層序

地質時代 地肩名 帰厚 岩　相iそ　の　他
（N）

第・四紀 沖積帰 5± 砂．礫、粘土

町 族β理．塊調犬凝質泥岩

鮮 野 王想犬（風化〉．で幡黙断口．二枚則ヒ，石

新
世
5

鳳津

至し

泥
岩
累

？ ｛下部に含海綴石砂岩或は礫岩あり。、

有弘虫．放散虫．石灰藻等の化石多産礫は硅廣岩．

鍵房こなる．

中 月

新
肩

粟
藏 0 凝灰質①頁岩．石英安山礫入りのト凝灰質礫岩を

伸
粥

世
（

群 房
灰
岩

～
挾有すδ．

灰白色の礫の入らない凝灰質の頁岩は白士として
つ

累 80 採掘す6。
） 房

東蒙
　し

上部Vfcarンa更の他G）化石密集帯虜り．鍵房こな6
＝
一

中 印Σ砂 安山岩の礫の多い30～100の縢掃齢。
新

能
内き岩

180±
中部厚ざ0声6メ終しのレンズ状の亜炭虜り。

世 礫
山
石

下部厚さ2内6メーHレの礫岩．青色砂岩市り。ゴ阜凝灰質

田
兼 の岩相なろこ麟“特徴。

紀
～ 啓

且 房

新
徳モ 上部炭化物．硅化木を含む緑色凝灰角礫岩．

尼 石英安山岩の礫バ多い。

∫ 械弩

中
群

凝 つ
下部灰白色凝灰岩で亜炭，砂岩，頁岩をレンス状

期 灰
ゆ に挾有す5ここがあδ．

石
累
汚

厚さ0～5メート1レの亜炭を含む。

C

魁一

畢’　孟『・奄

　　　凡　 例
． 』

、

［二］沖積膨

．皿町野泥蜘
園繍石賭朧、
四．粟細灰岩贈
圃東E・鮒岩・儲澗

目徳械凝一
》叉．、化石産地

　　　　ヲー叩一『亜　炭
　　　　　　　ワ1
．囮・右英安山岩

國玄鵡及蔽雌
「『一r　］万分之＿精壼塵域

・・L・是」オ

1，十・愉親．

　申　背斜

臨勉質図および断面図

町野町白崎

　7h郷勉（σ・％・h・6殉4纏媚α

　（GABB，）

e．第四系（沖積雇）

　主として砂・礫・粘土等が町野川澹岸

等に分布しているo．

f．火成岩
　本地域に発達する火成岩は糧石安山岩

・石英安山岩・撒騰石玄武岩であつて，

從來本地域附近の発表された火山活動史

によると，能登統の穴水階・皆月階を通

じて輝石安山岩が噴出し，皆月階の最後

の時期に石英安山岩および轍騰石玄武岩

の噴出がほとんど同時に行われたが，石

英安山岩と撒贋石玄武岩との関係は未だ

よく到つていないとされているo

　激携石玄：武岩および輝石安山岩

　主として柳田村附近に分布し，徳成擬

友岩累暦を被覆している。

　石英安山岩

　岩倉山，曾々木の海岸に分布する石英

安山岩の活動時期は粟藏暦衣岩堆積中で

あろう0

　　5，1地、質構造
　本地域は從來北に向つた距斜構造をな

すものと考えられていたが，本調査に当

つて東印内砂岩礫岩累層中の含Vicarya

砂岩層と町野泥岩累層中の最下部の含海

線石砂岩（あるいは礫岩）．を追跡するこ

とをこより，南翼30。～50。S，⇒ヒ翼5。～120N

の傾斜を有し，略々東西の走向を示す背

ρ斜構造があり，また金山地区，金森南方

等に大小の盆状構造が存在することが判

明した。

　粟藏の北方を略麦東西に走る一・つの向

斜構i造が確認されているが，その粟藏以

西の延長については町轡泥岩累暦の暦序

が充分に解決されていないため不明であ

るo断暦は大きなものはなく，ノ」、断暦も

比較的少鼠・ようである。

　　　6，結　．語

　調査地内ぞ次のことが到明した。　，

　1。非常に岩相の変化が激しい。

　2。東印内砂岩礫岩累暦中の含Vica詐．

　ya砂岩暦と町野泥岩累暦最下部の』

　含海線石砂岩はよい鍵層となるこ
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　と0
3。能登暦群と鳳至暦群との境界は粟藏暦蚕岩累厨と

東印内砂岩礫岩累暦との聞に置くづきこと。

4。徳成凝次岩累暦と東印内砂岩礫岩累暦とは不整合

　関係にあること。

50本地域は從來軍斜構造をなすと考えられていたが

　東西の背斜軸があることが到明し，金山累暦は町野

　泥岩累暦に対比されることが明らかとなつた。從つ

　て金山地区には亜炭の存在も可能と考えられる。

6。’亜炭を來有する東印内砂岩礫岩累暦は，徳成凝次

岩累暦を基盤岩とする地形の起伏の薯レい盆地内に

堆積したものと考えられ，亜炭の埋藏量はその盆地

　の大小と東印内砂岩礫岩累層中の亜炭グ後に侵蝕さ

熟たか否かにより決定される。

7。　寺山・徳成・金藏等の亜炭は同時代のものであり

黒川のものも略々同時代の生成であると推走ざれる

　が，兎谷の亜炭は明らかに徳成凝友岩累暦に属する

　下部友色凝友岩暦中のものである。

　　　　　　　　　　　（昭和26年1月調査）
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静岡県袋井の天然ガス子察報告

伊　　田　　一　　善管

　　　　　R6sum6
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by

・Kazuyoshi　Ida

　　　1）　According　to　our　survey，gas　is

found　to　be　reserve（i　in　the　arenaceous　al－

　1ロvial　deposits　which　cover　the　marine

　Teritary　fOrm置tions．

　　　2）　In　the　south一虚estern　part　of　the

are＆，underground『wat母r　in・the　bed　of　 30－

　80m　deep　cotains　gズeat　quantity　of　NH4，

　Cr，HCO3，free－CO2；but　t五6ir　valtミe　shows

　a　low　potentiality　of　exploitatio尊in　future・

　　　3）　The　fact　that　there，are卑auy　su卜

　face　indicεしtioηs　of　gas，once　being毛血d　none

atpresen磯h・wsthereserv・irdevas松ted・

　昭和26年2月13日より7日，静岡県磐田郡袋井町を中

心とする地域の天然ガスを予察したのゼ，その結果をこ

こに報告する。

　　　　　　　1，地　　　質
本地域は西南にひらく掛川鮮新統の堆積盆地の中に位

置し，地表は小笠礫暦と沖積暦とからなる。小笠礫暦は

　　＊燃料部

暦厚200m内外で友，つて擾乱せず，その下部には厚さ1な

いし数mの暗次色ないし，青友色の灘泥あるいは砂質泥

暦をはさみ，また偽暦のある輝粒砂岩暦が発蓬するが，

礫質砂履，あるいは礫暦が最も顕著である。調査地域で

は一一般に南に29ないし4。傾斜する。小笠礫層上部が露出

する上浅胴村地内ではほとんど砂礫をもつて構成される。

礫は中礫で砂岩礫を主体とし，また古期岩麦，るいは石英

斑岩礫も混在している。泥質岩は腐泥臭があり，時に木

片力｛認められるo

　沖積暦は河岸卒野に分布し，含礫砂・粘土を主体とし，

山聞地ではスクモと称せられる普通数十cmの厚さをも

つ泥炭をはさむ。袋井町附近で暦厚約25mあり，その西

方でほ数十mに達する。

　　　　　　2』天然ガス露頭’
　天然ガス露頭は第1表の如く太田川，原野谷川，およ

びその支流に澹つて分布し1一部は上浅羽村豊住附近に

ある。現に確認しえたもの地点，また過去において炊

事，風呂等の家庭用燃料として利用したものは8地点あ

る。ガ、ス暦の暦位はただ一っの例外（Loc。53）を除い

て，ほかはすべて沖積暦中に存在する。

　　　　　　3．調査範囲
　調査地域は久努村，袋井町，上浅凋村，由原村にわた

り，500m程度の間隔で測点を選び，坑i井は上総掘井，

鉄管打込式手掘井等で，主として飲料水，工場用水であ

るo深度は2mから80mにわたる0

　　　　　4．地下水の性質と分布状況

　深度により0～20距層および30～80m暦に区分しての
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